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〔目的〕当科 で は ， 妊娠 初期 に Ch 工amydia

eracinomatis （CT ）抗体の 検 索を全例 に 施行 し ， 陽

性例に対 し ¢ 丁 抗 原 の 検 索を実施 して い る 。 ま た ，

切迫 流早 産 や 流 早産 に 至 っ た 症例 に 対 して は ， CT

抗 体陰性 で もeT 抗 原 の 検 索 を実施 して い る。今 回

我 々 は ，σ丁 感染 が 妊娠 ・ 分 娩 お よ び新生 児 に 及 ぼ す

影響 につ い て 検討 し た 。 〔方法〕平成 4年 10 月か ら

平成 ア年 12 月まで の 5 年 5 ヵ 月間 に 当 科 で 妊娠 の

診断を 受け ， 当科 で の 分 娩 を希 望 した 268 例を対

象 とした 。
CT 抗 体の 検 索に は セ ロ ィパ ライ ザ エgG ・

、9。  キ 。 トを用 い ， ，蹴 原 の瀬 に は平 成 5年 9

服 で はav ア 。 ＿ ク ラ ， ジ ァQ それ以 降 は ， ， 。

法を用 い て い る 。
CT 抗 原陽性 36 例 齢 よ び CT 抗

原 陰性 で 抗 体 陽性 t6 例 の 計 52 例 に ， ク ラ リス ロ

マ イ シ ン （CAM ）1日200mg × 2回 ， f4 日間 の 投与

を行 っ た 。 〔成績〕 1 ）全妊婦の σ丁抗体陽性率は 56．9

％ （99 ／ 268 ）で あ り ，19G 抗体 27．6 ％ ，19A 抗体

30 ．2％で あ っ た 。 CT 抗原陽性率は 20．4％ （58／186）

で あ っ た が ，CT 抗体陰性 で 抗原の 検索を行 っ て い な

い 症例 を陰性 として 集計する と 14．2％ （58／ 268）と

な る 。 2）切迫流産率は CT 陰性例 で 13．5％ ， 陽性例

で 41．9％ ， 流産率はそれぞれ 5．1％ ， 17．1％ で あ り

有意差が 認 め られ た 。
3 ）早産率は GT 陰性例 ， 陽性例

で そ れ ぞ れ 5 ．2 ％ ，5．7％で 有意差は認 め られず ， また

新 生 児 の 出生 体重 に も有意差は 認 め られ な か っ た 。

5 ）GAM 投与 の新生児に 外表奇形は認 め られ ず ， 発 育

状態 にお い て も異常は 認 め られ な か っ た 。 〔結論〕

GT 感染 妊婦 の 切迫流 産 や流産 率 は有意 に高 く ，

cT 抗 原 陽性 例 や 抗原 陰性 で も CT 抗 体陽性 で 切

迫 流 産微 候 の ある症 例 に対 し て は ， 早期 に治 療 を

行 う必 要 が あ る と 考 え ら れ た 。

［目的］さまざまな病態 を 有 し て い る ク ラ ミ ジ ア

感染症50症例を平成6年 10月 か ら連続 して 観察 し、

ク ラ ミジア 感染症 の 病像 を明らか に し ようと試み

た。。　 ［方法ユ 平成6年10月か ら平成 8年 3月ま で の

期間 に、microtrak 法に よ りク ラ ミ ジ ア 感 染症 と診

断 した 50例 （子宮頚管炎 12例、了宮付 属 器炎28例、

骨盤腹膜炎10例） に対し て、自覚症状や白血球数、

CRP 値、混合感 染 の 有 無 な どを検 討 し た。ま た、

同
．．一

抗菌剤 を ク ラ ミ ジア 抗原 が 陰性に なるま で 投

与 し、そ の 治療効 果を観察 した 。　 ［成 績］50症例

の うち、既 婚婦人 は 32名、未婚婦人は 18名で あ っ

た 。 ク ラ ミジ ア 感染患者の うち軽度 の 下腹部 痛を

12名 が 訴 え て い た。同 様 に 強度 の ド腹部 痛を16名

が 、帯下 の増加を22名が、微熱 を24名が訴 え て い

た。50例 中43例 の 自［虹球数は 正 常範囲内で あ り、

39例 の 血 中CRP 値 は 正常範囲内で あ っ た。なお、

22例にお い て膣 内に GBS ．大腸菌な どの 混合感染

を認めた。ク ラ ミ ジ ア 抗原 が 陰性に な るま で に要

した平均 投 与期間は S・宮頚管炎1．1週［、子宮付属器

炎1．7週、骨盤腹膜炎1．gpaで あ り、感 染領域 の 広 が

りと ともに 抗菌剤 の 投与期間は延長 して い っ た 。

また 、ク ラ ミジア 抗原が陰性化 した時 に は混 合感

染も治癒 し て い た 。　 匚結論］ ク ラ ミ ジ ア 感染症 の

診断 に際して は白血球数や CRP 値が 補助診断 と し

て 有川 で はな く、本症 を疑 っ た うえ で のmicrotrak

法検査 が重要と考 え る 。 また、ク ラ ミ ジ ア感染症

は抗菌剤 の 2週間以内 の 投与 で を治療 し うる こ と が

明か とな っ た。
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